
令和３年度 厚労省 女性医療職等の働き方支援事業に採択されました。

また、来年1月より女性医師・研究者支援センターとして活動して参ります。引き続き
ご支援ご協力よろしくお願いいたします。なお、改正記念として以下の取組みを行います。

出産・育児などのライフイベントにより研究を一時中断した研究者の方に対し、

復帰を促すための支援策として、英語論文作成（含む共著）にかかった費用の

一部を負担いたします。

対象者
・出産、育児などで研究を一時中断した本学の女性医師（研修医、レジデント含む）、
女性研究者、医療従事者とします。

・出産から復帰までが3年以内の方

支援内容

・英語論文校正（著書、共著も含む）及び掲載料にかかった費用の50％を
補助します。なお割引がある場合は割引後の価格とします。

・一人当たりの上限は5万円までとし、上限内であれば複数回の申請も
可とします。

実施期間 ・令和3年9月1日～令和4年3月31日（領収書がこの期間内のもの）

申請方法
・研究活動の復帰のための論文作成支援 申請書と支払った領収書原本を
添えて、女性医師支援センターに提出してください。

病児及び病後児保育への支援制度として、診療や教育、研究など勤務日に

子が病児及び病後児保育を利用した場合にその費用の一部を負担します。

対象者
・本学に勤務する女性医師（レジデント、研修医含む）、女性研究者、
女性医療従事者、 男性医師（配偶者が医療従事者であること）とします。

支援内容
・小学校3年生までの実子がベビーシッターサービスや家事代行サービスなどの
病児保育を利用した場合に限ります。

・児童一人当たりにつき1日1万円を上限としてひと月3回まで負担します。

実施期間 ・令和3年9月1日～令和4年3月31日（領収書がこの期間内のもの）

申請方法
・病児及び病後児保育利用支援制度登録書・申請書と病児保育を
利用した際の領収書（又は利用証明書）を提出してください。

詳細は当センターHP内「お役立ち情報」及びグループウエア上に掲載しています。
なお予算額に到達した場合は予告なしに終了することもありますのでご了承ください。
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